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年頭あいさつ

春日市長

　井　上　澄　和
いの　　　 うえ　　　  すみ　　　 かず

　明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまにおかれましては､ 健やかに新春をお迎

えのことと心からお喜びを申し上げます。

　昨年は、世界を舞台に日本人が活躍した１年でござい

ました。

　スポーツ分野では、なでしこジャパンがワールドカッ

プで準優勝、ラグビーワールドカップでは、日本代表が世界ランキング３位の南アフリ

カに競り勝ち「ワールドカップ史上最大の番狂わせ」とも言われました。

　また、科学分野でのノーベル生理学・医学賞および物理学賞の受賞は、２日連続の快

挙となりました。生理学・医学賞を受賞された大
おおむら

村　智
さとし

さんは、「人のために少しでも

何か役に立つことはないかを絶えず考えています」とコメントされましたが、このよう

な崇高な精神が今回の受賞につながったものと、日本人として誇らしく思いました。

　一方、東日本豪雨や口
くちのえらぶじま

永良部島、阿蘇山の噴火など自然災害の多い１年でもありまし

た。本市でも災害への備えとして、雨水貯留施設等の集中豪雨対策、公共施設の耐震化

などを進めているところですが、災害はいつ発生するか分かりません。災害時には、自

助・共助が第一となります。市民の皆さまにおかれましては、日ごろから避難場所と経

路の確認、非常用物品の備蓄、防災訓練への参加など、十分な備えをお願いいたします。

　本年４月に開館予定の総合スポーツセンターは、多様化するスポーツ、運動、レクリ

エーションの拠点となるだけでなく、災害時の避難場所としての機能を有しております。

また、市民の皆さまの交流の場としても活用いただけますので、大いに利用いただきた

いと思います。

　また、本市は本年も「これからも住み続けたい」と思っていただける春日市を創るた

めに、「市民と共に創る、見える市政」の理念に立ち、「出前トーク」や「市民懇話会」

などの機会を通して市民の皆さまのご意見を拝聴しながら、全力を挙げて市政運営に取

り組む所存でございますので、引き続き、市民の皆さまのご理解とご協力をお願い申し

上げます。

　今年の干支は申
さる

でございます。この「申」という文字は、樹木の果物が熟して香りと

味が備わり固く殻に覆われていく様子を表したものだそうです。本年が、これまで皆さ

まがそれぞれの目標に向かって取り組まれてきた事柄が、大きく花を咲かせ、素晴らし

い実を結ぶ１年となりますことをご期待申し上げます。

　本年が市民の皆さまにとりまして、健康で幸せに満ちた素晴らしい年となりますこと

を心から祈念し、私の新年のごあいさつといたします。



　
出
前
ト
ー
ク
と
は
、
市
長
ら
三
役
と
全
部
長
が
、
市
内
全
35
地
区
な
ど
に
出
向
き
、
身
近
な
悩

み
か
ら
市
政
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
、
地
区
の
出
前
ト
ー
ク
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
を
対
象
に
行
う
年
２
回

の
全
体
ト
ー
ク
を
含
め
て
、
今
年
度
も
37
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
延
べ
１
１
３
９
人
が
参
加
、
３
７
８
件
の
意
見
が
出
さ
れ
、
一
部
の
自
治
会
で
は

中
学
生
か
ら
の
発
言
も
あ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
の
説
明

　
出
前
ト
ー
ク
で
は
、「
市
か
ら
の
説
明
」と
称
し
、
事
前
に
各
自

治
会
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市

職
員
が
行
政
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

説
明
し
た
回
数
・
テ
ー
マ

７
回　

▽
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

５
回　

▽
ご
み
減
量
大
作
戦
！

▽
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

▽
守
ろ
う
！
自
転
車
マ
ナ
ー

４
回

▽
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

２
回

▽
春
日
市
の
行
政
改
革

▽
交
通
安
全
に
つ
い
て

１
回

▽
過
去
の
出
前
ト
ー
ク
の
振

り
返
り

▽
高
齢
化
対
策（
市
の
取
り

組
み
、地
域
の
取
り
組
み
）

▽
犬
、
猫
と
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に

▽
防
災
に
つ
い
て

▽
空
き
家
対
策

▽
春
日
市
の
学
校
に
お
け
る

人
権
教
育
に
つ
い
て

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

出前トーク次第
①自治会長

あいさつ
②市からの説明 
③市長あいさつ
④意見交換
⑤市長お礼の

言葉

市 報 か す が
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①「自由に」意見交換することを重視し、参加者や
テーマを限定していません。

②毎年、市内全地区（35カ所）で実施しています。

③意見・要望を報告書にまとめ、トーク後も継続
して進行管理を行っています。

出前トークとは…

◁日の出町地区での、市安全安心課職員によ
る自転車マナーの説明
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関連部局 意見数 主な意見内容
総務部 46件 スポーツセンターの整備、マイナンバー制度、上水道
市民部 8件 こども医療費、マイナンバー制度
健康福祉部 58件 高齢者福祉、障がい者福祉、地域医療、待機児童
地域生活部 109件 犬・ネコのふん尿被害、災害対策、防犯対策、交通安全、空き家対策
都市整備部 146件 道路整備、コミュニティバス、浸水被害対策、公園整備
学校教育部 48件 コミュニティ・スクール、通学路の安全確保、放課後の遊び場など
社会教育部 28件 史跡や文化財の管理・活用、スポーツ施設の整備
議会事務局 3件 議会の傍聴

※意見によっては複数の部で対応する場合があるため、各部の意見数の合計は、実際に発言された
　意見数とは異なります。

■各部局ごとの主な意見内容と件数

◆
参
加
者
の
年
齢
層

　
参
加
者
は
60
代
以
上
の
人
が
全
体
の
４

分
の
３
を
占
め
て
お
り
、
働
く
世
代
の
参

加
が
少
な
い
状
況
で
す
。

◆
参
加
回
数
・
次
回
の
参
加
意
向

　
多
く
の
人
が
複
数
回
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
次
回
以
降
も
参

加
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
今
後
も
参
加
者
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。

70代以上
51.4％ 60代

27.3％

50代
8.0％

40代
7.5％

30代
1.9％

10～20代
2.1％不明

1.8％

2～5回
36.7％

初めて
18.4％
初めて
18.4％

6～9回
24.9％
6～9回
24.9％

10～13回
12.6％
10～13回
12.6％

14回以上
7.4％

ぜひしたい
54.1％

時間があれば
45.4％

したくない 0.5％

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

意
見
交
換
の
中
身

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見
に
対
し
、
市
長
や
担
当
部
長
ら
が
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

①
西
鉄
春
日
原
駅
の
連
続
立
体
交
差
事

業
に
つ
い
て

西
鉄
春
日
原
駅
の
連
続
立
体
交
差

事
業
お
よ
び
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
の
連
続
立
体

交
差
事
業
は
、
雑
餉
隈
駅
か
ら
下

大
利
駅
ま
で
が
対
象
で
、
平
成
33
年
度
末
に

事
業
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
34
年
度
末
に
は
、
西
鉄
春
日
原
駅
前

の
広
場
と
周
辺
道
路
な
ど
の
整
備
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
現
在
、
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
平
成
26
年

度
末
で
連
続
立
体
交
差
事
業
が
約
50
％
、
周

辺
整
備
事
業
が
約
63
％
で
す
。

②
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
市
と
し
て
空
き
家
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

今
年
度
の
初
め
に
市
内
の
空
き
家

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

約
１
８
０
軒
の
空
き
家
を
確
認
し
、
そ
の
う

ち
約
50
軒
が
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
に
対
し
て
は
、
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法（
平
成
27
年
５
月
26
日
完
全
施
行
）に

よ
り
、
市
が
撤
去
命
令
や
行
政
代
執
行
な
ど

の
措
置
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
、
措
置
す
べ
き
特
定
空
き

家
の
統
一
的
な
判
断
基
準
を
県
単
位
で
作
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
適
切
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
に
対
し
て
は
、

判
断
基
準
が
完
成
す
る
平
成
28
年
度
以
降
、

法
に
基
づ
く
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

ＱＡ

ＱＡ
連続立体交差の高架完成予想図

4市 報 か す が
平成28年1月1日



◆
参
加
の
動
機（
複
数
回
答
可
）

　
参
加
の
動
機
と
し
て
は
、「
市
政
を
も
っ

と
知
り
た
い
」と
い
う
人
が
６
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

◆
意
見
の
市
政
へ
の
反
映
度

　
出
前
ト
ー
ク
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、
８

割
を
超
え
る
人
が「
市
政
に
反
映
さ
れ
て

い
る
」、「
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

0
50

150

250

350

450
（人）

399人

100人 86人
57人

もっと知りたい
意見を伝えたい
誘われた
その他

されている
39.5％

ある程度
41％

されていない
3.6％

分からない
15.9％

問い合わせ先
行政管理課
企画担当

☎（584）1111（代表）
F（584）1145

③
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

市
に
は
、
保
育
所
な
ど
に
入
れ
な

い
待
機
児
童
が
約
１
０
０
人
い
る

と
聞
い
た
。
近
い
将
来
、
待
機
児
童
問
題
は

解
決
さ
れ
る
と
聞
い
た
が
、
具
体
的
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

市
の
待
機
児
童
の
数
は
、
平
成
27

年
４
月
１
日
時
点
で
１
０
２
人
で

す
。

　
今
年
度
始
ま
っ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
で
は
、
待
機
児
童
に
数
え
ら
れ
な
い

未
入
所
児
童
も
含
め
た
保
育
の
需
要
に
見
合

う
供
給
体
制
の
確
保
の
方
策
を
講
じ
る
義
務

が
、
市
町
村
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ＱＡ

　
こ
の
方
策
と
し
て
、
市
で
は
、
来
年
４
月

の
春
日
や
よ
い
保
育
園（
現
：
認
定
こ
ど
も

園
か
す
が
愛
育
セ
ン
タ
ー
）の
開
園
で
、
利

用
定
員
を
50
人
増
や
す
他
、
白
水
保
育
所
の

増
改
築
を
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
１
１
０
人

の
利
用
定
員
増
を
目
指
す
計
画
で
す
。
こ
の

白
水
保
育
所
の
増
改
築
に
よ
る
定
員
増
の
時

期
は
、
最
も
早
い
場
合
で
平
成
29
年
４
月
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　今年度の出前トークも、多くの人に参加していた
だき、貴重な意見をいただくことができました。
　自治会をはじめとする市民の皆さんの多大なご支
援をいただきながら、これまで15年間で549回開催
し、参加者は延べ1万7966人、意見をいただいた数
は7260件となりました。
　春日市は、出前トークをはじめとするさまざまな
機会を通して、「協働のまちづくり」を目指してきま
した。その結果が「住みやすい」と評価されている要
因の一つではないか、と考えています。
　出前トークなどで皆さんからいただいたさまざま
な意見をまちづくりに生かしていくためには、行政
だけではなく、自治会をはじめとする、皆さん一人
一人のご協力が不可欠です。
　今後も、市の行政運営へのご理解、ご協力をいた
だければ幸いです。

春日市長　井
いの
　上
うえ
　澄
すみ
　和
かず

出前トー
クを終え

て

総括

※各地区の意見交換の内容は、市ウェ
ブサイト（http://www.city.kasuga.
fukuoka.jp/siseijoho/cityplan/
demaetalk/youyaku.html）で見るこ
とができます。
※平成27年度出前トークの内容をまと
め、最新の状況を追記した「平成27年度
出前トーク年度末報告書」は、平成28年
３月末頃から、情報公開コーナー（市役
所２階）や市民図書館（大谷６ｰ24）で見
ることができます。

春日やよい保育園完成予想図

市 報 か す が
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ご
み
減
量
を
呼
び
掛
け
る
エ
コ
川
柳（
テ
ー
マ｢

ご
み
を

減
ら
そ
う
！
」）を
募
集
し
、
平
成
27
年
10
月
の
環
境

フ
ェ
ア
で
、
来
場
者
に
よ
る
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
次
の
と
お
り
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す（
敬
称
略
）。

　
最
優
秀
作
品
は
、
平
成
28
年
度
の
市
指
定
ご
み
袋
に
印
字

す
る
な
ど
、
広
く
活
用
し
ま
す
。

　
今
後
も
ご
み
の
減
量
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
最
優
秀
作
品　

見
て
ま
す
よ　
あ
な
た
と
ご
み
の　
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
神
山
：
宮み

や
た田
和よ
り
こ子

○
優
秀
作
品

▽
春
日
市
は　
ご
み
が
少
な
い　
カ
ス
ガ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
公
園
：
林は
や
し　
二ふ

み

お
三
男

▽
ご
み
減
ら
し　
減
っ
た
分
だ
け　
皆
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
丘
：
植う
え
き木
一か
ず
お夫

▽
そ
れ
は
ご
み
？　
も
う
一
度
見
て　
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
丘
：
植
木
一
夫

▽
ご
み
の
量　
作
ら
ず
出
さ
ず　
エ
コ
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
神
山
：
川か
わ
さ
き﨑
京き
ょ
う
こ子

▽
買
い
物
は　
袋
い
ら
な
い　
エ
コ
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
玖
南
：
松ま
つ
だ田
晴は
る
み視

かすがエコ川柳コンクール結果発表
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

△11月19日に行われたエコ川柳表
彰式後の市長との記念写真（右
が宮田さん）。最優秀作品に選ば
れ、「春日市がいいまちだからこ
そ、ごみの減量について今一度考
え直したい」と宮田さん。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保

護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間

自
宅
に
居
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
が
、
放
課
後
を
安
全
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
市
が
設
置
し
、
指

定
管
理
者
が
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
施
設
で
す
。

　
平
成
28
年
度
通
年
学
童
保
育
と

季
節
学
童
保
育（
小
学
校
の
春
季・

夏
季
・
冬
季
休
業
期
間
）の
入
所

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
入

所
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
継
続
し
て
入
所
を
希
望

す
る
人
や
既
に
き
ょ
う
だ
い
児
が

入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
説
明
会

に
は
参
加
不
要
で
す
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
に
季
節
学
童
保
育
を
利

用
し
た
人
は
、
入
所
申
請
書
類
の

受
け
取
り
の
み
も
可
能
で
す
。

　

託
児（
無
料
、
要
当
日
申
し
込

み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
入
所
を
希
望
す
る
小
学
生

（
新
１
年
生
を
含
む
）の
保

護
者

日
時　
１
月
31
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
受

付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

新
館
１
階
ス
プ
リ
ン
グ

ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
大
谷
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
駐
車

場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
童
利
用
要
件

▽
原
則
、
午
後
２
時
〜
４
時
を
含

む
４
時
間
以
上
、
保
護
者
が
家

庭
に
い
な
い
日
が
月
に
16
日
以

上（
日
曜
日
を
除
く
）あ
る
場
合

▽
季
節
学
童
保
育
利
用
者
の
場
合

は
、
不
在
の
時
間
帯
に
制
限
は

な
く
、
保
護
者
が
家
庭
に
い
な

い
時
間
が
１
日
４
時
間
以
上
と

な
る
日
が
月
に
16
日
以
上（
日

曜
日
を
除
く
）あ
る
場
合

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子

ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

春
日
事
務
局（
昇
町
３
ー

１
０
５
）

☎（
５
８
１
）１
９
０
６

F（
５
８
１
）１
９
６
６

※
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
土
曜
日

の
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
日
曜
日
、
祝
・
休
日

休
み
）。

放課後児童クラブ（学童保育）通年学童保育・季節学童保育入所説明会
子育て支援課 児童担当　☎（573）2431　F（584）7739

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL



市 報 か す が
平成28年1月1日7

市
は
、
今
後
到
来
す
る
人
口
減
少
社

会
に
対
応
し
た
施
策
を
展
開
す
る

た
め
、「
春
日
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略（
計
画
期
間
：
平
成
27
〜
31
年
度
）」

の
暫
定
版
を
、平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
、

さ
ら
な
る
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
暫
定
版
を
公
表
し
、
意
見
を
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

公
表
期
限　
１
月
22
日
㈮

公
表
場
所　

行
政
管
理
課
窓
口（
市
役

所
５
階
）、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/

）

意
見
提
出
方
法　
1
月
22
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か

で
住
所（
ま
た
は
通
勤・通
学
先
）、

氏
名（
ま
た
は
団
体
名
）を
伝
え
る

意
見
提
出
先　

行
政
管
理
課
企
画
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所

５
階
）

kikaku@
city.kasuga.fukuoka.

jp

春日市人口ビジョン　総合戦略意見募集
行政管理課 企画担当　☎（584）1133　F（584）1145

感染の恐れがある医療廃棄物が混入
　春日大野城リサイクルプラザに搬入されたごみの
中に、医療関係機関などから排出されたと思われる
注射針が混入していました。
　施設に搬入されたごみは、作業員が手作業で分別
を行っています。今回は、混入した注射針に気が付
き大きな事故にはなりませんでしたが、作業員に注
射針が刺さると、二次感染を引き起こす可能性もあ
ります。
　このような事故を未然に防ぐためにも、注射針な
どの感染性廃棄物（特別管理廃棄物）は、管理責任者

を選任し、適切な管理を行い、特別管理産業廃棄物
の許可業者に処理を依頼してください。
問い合わせ先　ごみ減量推進課ごみ減量担当

☎（584）1111（代表）
F（584）1147

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
と
は
、
市
税
な
ど
の
滞

納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
、
ヤ
フ
ー

株
式
会
社
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
、売
却
す
る
公
売
手
続
き
で
す
。

　
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
物
件
ご
と

の
参
加
申
し
込
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
申
し

込
み
を
行
っ
た
物
件
に
の
み
入
札
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

参
加
申
込
方
法　

個
人
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

koubai.auctions.yahoo.co.jp/

）か
ら

申
し
込
む

※
参
加
申
し
込
み
や
入
札
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
期
間　
１
月
７
日
㈭
の
午
後
１
時
〜
22
日

㈮
の
午
後
11
時

入
札
期
間　
１
月
29
日
㈮
の
午
後
１
時
〜
31
日
㈰
の

午
後
11
時

出
品
予
定
物
品　

普
通
自
動
車
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
、

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど

※
出
品
予
定
物
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.
jp/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

※
滞
納
し
た
市
税
が
完
納
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
予
告

な
く
公
売
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
落
札
し
た
公
売
財
産
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ

て
も
返
品
・
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
は
、
公
売
財
産
に
つ
い
て
瑕か

し疵
担
保
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

インターネット公売を行います
納税課 納税推進担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141
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明
る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

業
務
内
容　
保
育
に
関
す
る
業
務

対
象　
保
育
士
証
を
有
す
る
人

任
用
期
間　
4
月
1
日
㈮
〜
9
月
30
日
㈮（
平

成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
更
新
の
場
合

あ
り
）

勤
務
日
数　
月
〜
土
曜
日
の
う
ち
５
日

勤
務
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち
７

時
間
45
分（
途
中
45
分
の
休
憩
あ
り
）

※
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
相
談
の
上
決
定
し

ま
す（
固
定
シ
フ
ト
）。

勤
務
場
所　

昇
町
保
育
所（
昇
町
３
ー
１
５ 

９
）、
須
玖
保
育
所（
須
玖
南
２
ー

１
２
０
）

報
酬　

日
額
７
０
０
０
円
程
度（
有
給
休
暇
・

社
会
保
険
あ
り
、
賞
与
・
交
通
費
支
給

な
し
）

募
集
人
員　
10
人
程
度

選
考
方
法　
面
接

応
募
方
法　
2
月
5
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
履

歴
書
と
保
育
士
証
の
写
し
を
提
出
す
る

（
郵
送
可
）

応
募
先　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
２
階
）

※
保
育
所
の
臨
時
職
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
開
所
、
延
長
保
育
対
応
の
短
時
間
パ
ー
ト
勤

務
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市立保育所の保育士（臨時）
こども未来課 保育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1115

20
歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金
が

始
ま
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
案
内
が
送
付
さ
れ

る
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
公
的
年
金
に
加

入
し
、
そ
の
間
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
支
え

る
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
事
故
な
ど
で

障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
や
、
も

し
も
の
と
き
に
残
さ
れ
た
家
族
を
支
え

る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
公
的
年
金
に

加
入
し
、忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
額（
平
成
27
年
度
）

月
額
１
万
５
５
９
０
円

○
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

　
学
生
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
保

険
料
の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
る
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
以
外
で
納
付
が
困
難

な
場
合
に
も
、
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
申
請
を
し
て
、
免
除
や
猶

予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
２
８

F（
５
４
１
）７
６
４
９

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

で
き
な
い
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
、
特
別
障

害
給
付
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
人
で
、
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診

日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
１

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
人（
65
歳
に
到
達
す
る
日

の
前
日
ま
で
に
そ
の
障
が
い
の
状
態
に

該
当
）

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
の
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
の
任
意
加

入
対
象
と
な
っ
て
い
た
被
用
者（
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
）の
配
偶
者

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金は20歳から

特別障害給付金の請求はしましたか

国保年金課 年金担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

国保年金課 年金担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141
人権啓発冊子ひまわり

おわびと訂正
　市報かすが平成27年12月1日号
と同時配付した人権啓発冊子ひまわ
りの7ページで、「同姓婚」、「同姓
カップル」と記載していましたが、
正しくは「同性婚」、「同性カップル」
でした。
　おわびして訂正します。
問い合わせ先　人権政策課人権男女

共同参画担当
☎（584）1201　F（584）1181



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

昇町公民館で開催

春日小学校区通学合宿
　昨年 11 月 23 日〜 28 日の 5 泊 6 日の日程で、春日小学校 4 〜 6 年生
の希望する児童（18 人）を対象に、昇町公民館で、通学合宿（春日小学校校
区通学合宿実行委員会主催）が行われました。
　これは、異なる年齢の子どもたちが、寝食を一緒にすることで、子ども
たちの関係力を高めることと、規則正しく自律的な生活を送る大切さを体
感することを目的としたものです。
　子どもたちは、実行委員やサポートスタッフの助けを借りながら、買い物や掃除、朝・夕食の準備、洗濯などを協

力して行いながら生活しました。入浴時には、近所の家にお風呂を借りる「も
らい湯」を行うなど、同合宿を通して近隣の人たちとの交流も図りました。入
浴後には、大学生サポーターなどが参加して、宿題を行う勉強の時間も設けら
れました。
　参加した児童からは「楽しそうだから参加した。実際に合宿に参加して、お
米が炊けないなど、大変なこともあったけど楽しかった」という感想も聞かれ、
普段体験できない活動を通じて、しっかり学んでいるようでした。

△11月26日の夕食準備。野菜の皮のむき方
を教わりながら、恐る恐る包丁を使う児童

△お風呂上がりにみんなで宿題

筑紫地区少年愛護連盟

善行者表彰式
　昨年の 11 月 11 日、プラム・カルコア太宰府（太宰府市観

か ん ぜ お ん じ
世音寺）で、他の模範となる行動をとった小・中学生や

高校生を表彰する平成 27 年度善行者表彰式が行われました（筑紫地区少年愛護連盟主催）。市からは、個人 2 人と 4
グループの計 16 人が表彰されました。
表彰理由・市内の小・中学校の受賞者（敬称略）
▷半年以上、毎朝ごみを拾いながら登校している。

中
なかがわ

川智
ともあき

晶、安
やすなが

永　葵
あおい

、安
やすかわ

川千
ち ほ

穂、江
え ぐ ち

口樹
じ ゅ り

里、安
やすなが

永悠
ゆういちろう

一郎、安
やすかわ

川瑞
み ず ほ

穂（日の出小）
▷半年以上、休日も学校に足を運び、学校で飼っているウサギの世話をしている。

日
ひ の

野有
あ か り

花梨、川
か わ の

野希
の ぞ み

望（日の出小 5 年）
▷骨折している友達の荷物を全て持ち、毎日一緒に登下校している。

井
いのうえ

上　輝
ひかる

（大谷小 6 年）
▷迷子の子ども（幼稚園児ぐらい）の母親を一緒に探した。

西
に し だ

田稀
ま い

日（春日西小 6 年）
▷倒れた高齢者を保護し、教員を呼びに行った。

池
い け だ

田幸
こ う き

月、釋
しゃく

　聖
せいしゅう

宗、石
いしばし

橋勝
か つ し

志、石
い し だ

田陽
は る き

希（春日西中サッカー部 2 年）
▷道端に座り込んだ高齢者に助けを求められ、安全な場所に避難さ

せ話を聞いた。
大
おおぐし

串裕
ゆ う じ

司、瀧
たきもと

本隆
りゅうへい

平（春日西中 3 年）
△春日市の受賞者の皆さん（日の出小の8人は所用
のため欠席）

市 報 か す が
平成28年1月1日9



春日小学校で

人権の花運動実施
　昨年 11 月 14 日、春日小学校で開催された「かすがっ子ワイワイまつり」
の音楽発表会で、３年生が「じんけんってなあに」をテーマに、合唱とリコー
ダーを演奏しました。
　これは、同校の 3 年生が、昨年の 4 月から 10 月にかけて市人権擁護委
員と一緒に人権の花であるヒマワリの栽培を行い、協力することや命の大切
さを学んだ「人権の花運動」への取り組みから得たことを生かしたもので、人
権イメージキャラクターの人Ｋ

ケ ン
ＥＮまもる君とあゆみちゃんも登場し、命の大切さを会場の皆さんに伝えました。

　また、同校の 3 年生が一生懸命育てたヒマワリは、夏には大きな花を咲かせました。これらの活動の様子を掲載
したパネルを、1 月 21 日㈭まで、ふれあい文化センター新館１階ふれあいプラザ（大谷 6 ｰ 24）に掲示しています。
ぜひ見に来てください。

△市人権擁護委員と一緒に人権の花ヒマワ
リの支柱を立てる児童（昨年6月）

スポーツの総合祭典

第 2回市町村対抗「福岡駅伝」結果報告
　昨年 11 月 22 日に筑後広域公園で行われた、第 2 回市町村対抗「福岡駅伝」
の結果を報告します。
　春日市は、市の部で 6 位（記録：1 時間 37 分 40 秒）に入賞しました。　
▷1 区（一般男子 4.9㎞）：日

ひ ま き
巻仁

よしたか
孝 ▷2 区（中学生女子 2.145㎞）：酒

さ か い
井美

み ゆ
優 

▷3 区（シニア 2.685㎞）：田
た な か

中正
まさあき

明 ▷4 区（ジュニア男子 2.145 ㎞）：青
あ お き

木
幸
たか

弥
ひろ

 ▷5 区（一般男子 4.83㎞）：三
み む ら

村亮
りょうすけ

介 ▷6 区（ジュニア女子 2.685㎞）：椛
かばしま

島千
ち は る

春 ▷7 区（一般女子 2.145㎞）:
北
きたむら

村文
ふ み え

恵 ▷8 区（中学生男子 2.685㎞）: 岡
おかもと

本啓
ひろのぶ

伸 ▷9 区（一般男子 4.83㎞）: 山
やま

口
ぐち

剛
つ よ し

史
問い合わせ先　一般社団法人市体育協会　☎（574）9131　 haru-t@bb.csf.ne.jp

△一斉にスタートを切る駅伝第一走者

若葉台東地区自治会

「ペットのお散歩マナー」啓発ポスター作成
　犬のふんの放置によるふん害対策と、犬の飼い主のモラル向上を啓発する
ため、若葉台東地区の小学生から、「ペットのお散歩マナー」の啓発ポスター
を募集しました。
　ポスターは全部で 18 作品集まり、同地区の公民館や小・中学校、民家な
どに平成 27 年 11 月 27 日から貼り出し、啓発を行っています。
　同地区の廣

ひ ろ た
田自治会長は「犬のふんの置き去りをなくし、生活環境を向上しながら、「若葉台東地区自治会まちづく

りビジョン」の基本テーマである「快適でうるおいのある美しいまちづくり」を目指したい」とポスターの啓発効果に期
待を寄せました。

△自分が作ったポスターを持って、みんな
で笑顔で
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　昨年 11 月 21 日、体力と忍耐力を鍛え自立を促すことを目的に、春日野中

学校から太宰府天満宮までの往復 15㎞を歩く、第 2 回「かち歩き大会」（春日

野中ＣＳ、の中応援団主催）が、昨年に引き続き行われました。

　日の出時刻まで 1 時間以上ある真っ暗な午前 5 時 40 分、昨年より 100 人

多い 213 人の生徒たちが同校に集合。出発の会で、「の中応援団」の激励を受け、

午前 6 時に同校を出発。白木原、水城、大宰府政庁跡と巡りながら、太宰府天

満宮を目指しました。

　太宰府天満宮に到着した生徒たちは、神職から歓迎の言葉を受けた後、受験や健康などの祈願を行い、再び春日野

中学校に向けてかち歩きました。

　午前 11 時頃帰校した生徒たちに、の中応援団から「15 歳の中学 3 年生にとっては、自分の年齢と同じ 15㎞を歩

ききり、受験に立ち向かう自信がついたと思う。1・2 年生は、先輩の後ろ姿に思うことがあっただろう」と完歩への

言葉が贈られました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふ み こ

子）

春日野中学校「かち歩き大会」

△太宰府天満宮を目指してかち歩く生徒
たち

公益社団法人筑紫法人会

学校図書寄贈
　昨年 11 月 30 日、市役所で、筑紫税務署管内の 1900 社が所属する筑紫
法人会による、市内 6 中学校への学校図書（188 冊）の寄贈式が行われまし
た。
　これは、同会が地域社会貢献活動の一環として行っている活動で、毎年筑
紫地区（旧筑紫郡）内のどこかの市町の学校に、図書を寄贈しています。
　各校の代表がそれぞれ寄贈を受けた後、春日中学校生徒会長の西

にしじま
島直

な お き
輝さ

んが「中学生という時期に、こういった多くの本と出会う機会をいただけてありがたいです。学校で大切に、そして
積極的に活用させていただきます」と感謝を述べました。

△寄贈を受ける春日野中学校生徒会長の楠
（くす）なつみさん（左）と寄贈する筑紫法
人会会長の山近（やまちか）さん

木版画ワークショップ

干支を彫ろう2016
　平成 28 年の干支である「申

さる
」を彫る木版画ワークショップが、昨年 12 月 6 日、

ふれあい文化センターで行われました。講師は吉
よしむら

村　形
けい

さん（彫刻家・スタジオケ
イ代表）。
　参加者は、版木の彫り方や版画の刷り方、道具について教わりながら、自分の選
んだサルのデザインを一生懸命彫りました。
　また、参加者の中には、サルの絵に合わせて「2016」や「謹賀新年」と彫るなど工
夫をしている人もおり、オリジナリティあふれる版画を作っていました。

◁
講
師
に
教
わ
り
な
が
ら
紙
に
版
を
刷
る
参
加
者

市 報 か す が
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イ
ベ
ン
ト

民
俗
企
画
展

私
た
ち
の
暮
ら
し
今
昔

　
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
民
具
を
中
心

に
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
道
具
と
昔

の
道
具
の
移
り
変
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し

た
企
画
展
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
と

し
て
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る「
春
日
の
婿
押
し
」に
つ
い
て
も

紹
介
し
ま
す
。

　
観
覧
は
無
料
で
す
。

期
間　

１
月
９
日
㈯
〜
３
月
６
日
㈰

（
１
月
19
日
㈫
、
２
月
16
日
㈫

を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

テ
ー
マ　
私
た
ち
の
暮
ら
し
今
昔
〜
う

つ
り
か
わ
る
も
の　
う
つ
り
か

わ
ら
な
い
も
の
〜

○
民
具
体
験
講
座

　
昔
の
道
具
を
使
い
、
洗
濯
な
ど
の

体
験
を
し
ま
す
。

日
時　
２
月
13
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡

本
３
ー
57
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
13
日
㈬
〜
２
月
12

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

○
デ
リ
バ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
民
俗
企
画
展
に
合
わ
せ
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
２
月
５
日
㈮

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
ロ

ビ
ー（
岡
本
３
ー
57
）

出
演　
デ
ュ
オ
ア
イ
ム（
フ
ル
ー
ト・

ギ
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
振
興
課
事
業

担
当

☎（
５
８
４
）３
３
６
６

F（
５
０
１
）１
６
６
９

健　

康

春
日
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
、
春
日
公
園
コ
ー

ス
を
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か
。
体
力
に

合
わ
せ
て
、
７
㎞
と
４・
５
㎞
の
２
つ

の
コ
ー
ス
が
選
べ
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
、
小
雨
決
行
、
大
雨

中
止
で
す
。

日
時　
１
月
13
日
㈬

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
水
筒
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
説
明
会

　

社
会
福
祉
法
人
は
る
か
ぜ
福
祉
会

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
入
居
で
き
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
設
中（
３
月
中

完
成
、
４
月
１
日
入
居
開
始
予
定
）で

す
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
を
希

望
す
る
人
の
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

※
入
居
に
は
、
市
町
村
で
交
付
す
る
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
が
必
要

で
す
。

日
時　
１
月
30
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は

る
か
ぜ（
星
見
ヶ
丘
１
ー
８
）

※
詳
し
く
は
、
同
福
祉
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://sw
c-harukaze.or.jp/

）

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
は
る
か
ぜ
福
祉
会

☎（
５
８
５
）３
１
７
９

F（
５
８
５
）３
１
７
４

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
応
用
夜
間
講
習
会

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
人
親
の
自
立
促

進
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
、
要

予
約
）も
あ
り
ま
す
。

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終
了

後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
一
人
親
家
庭
の
母
・
父
、
寡
婦
で
、

求
職
し
て
い
る
か
、
転
職
を
希
望
し

て
い
る
人

▽
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

日
程　
２
月
16
日
㈫
、
17
日
㈬
、
19
日

㈮
、
23
日
㈫
、
24
日
㈬
、
26
日

㈮

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時（
全
15

時
間
）

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　
マ
ク
ロ
の
基
本
や
編
集
な
ど
を

学
び
、
マ
ク
ロ
を
取
り
入
れ
た

作
業
の
技
術
力
を
向
上
さ
せ
、

就
労
に
結
び
付
け
る

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

１
０
０
０
円
の
自
己
負
担
あ

り
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
書
類

選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
中
止

の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
１
月
28
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、
郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課（
市

役
所
２
階
）、
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
社
会
福
祉
課（
大
野
城
市

白し
ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）、
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(http://fukuoka-kenboren.
jp/)

で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３



市 報 か す が
平成28年1月1日13

だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
連
合
会

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

講
演
講
座

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
や
き
も
の
作

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
作
っ
た
作
品
は
窯
で
焼
い
て
、
後
日

渡
し
ま
す
。

期
日　
２
月
13
日
㈯

時
間

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　
粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
３
０
０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
13
日
㈬
〜
２
月
12
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ
の

家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

犬
の
し
つ
け
方
教
室

参
加
者
募
集

　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

招
き
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
行
い
ま

す
。

　
隣
近
所
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
し
つ
け
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
１
月
29
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

内
容　
犬
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
犬
の

飼
い
方
・
し
つ
け
方
、
モ
デ
ル

犬
に
よ
る
し
つ
け
方
実
演

参
加
費　
１
人
２
０
０
円（
ぶ
ど
う
の

庭
利
用
料
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
開
館
日
の

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
一
人
親
家
庭
の
福
祉

を
守
り
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど

も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に

関
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談　

１
月
６
日
㈬
、
２
月
３
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談　

１
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬
、
２
月
10
日

㈬
、
24
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６

階
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

※
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(http://fukuoka-

kenboren.jp/legal)

を
見
て
く

ぶ
ど
う
の
庭（
水
・
日
曜
日
、

平
成
27
年
12
月
27
日
㈰
〜
１
月

４
日
㈪
休
館
）

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

子
育
て
講
演
会

参
加
者
募
集

　
家
族
み
ん
な
で
絵
本
を
楽
し
み
絵
本

に
親
し
む
た
め
に
、
講
師
自
身
の
子
育

て
や
本
屋
の
立
場
を
通
し
て
、
絵
本
の

大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
を
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

日
時　
１
月
19
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

演
題　
子
育
て
の
楽
し
さ
は
絵
本
か
ら

講
師　
前ま

え
ぞ
の園
敦あ
つ
こ子
さ
ん（
子
ど
も
の
本

の
専
門
店
エ
ル
マ
ー
代
表
）

定
員　
25
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
４
日
㈪
以
降
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
缶
は
使
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う

　
平
成
27
年
５
月
に
、
他
の
自
治
体

で
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
穴
開
け
が
原
因

と
思
わ
れ
る
火
災
事
故
が
発
生
し
、

２
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　
市
で
も
、
過
去
に
ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
が
原
因
で
、
ご
み
収
集
車
の
火
災

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
は
穴
を
開
け
ず
に
、
ガ

ス
を
出
し
切
っ
て
か
ら「
陶
器
・
金

属
類
」の
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜
き
は
、
火

の
気
の
な
い
風
通
し
の
よ
い
屋
外

で
、
ス
プ
レ
ー

缶
に
装
着
さ
れ

て
い
る「
ガ
ス

抜
き
キ
ャ
ッ

プ
」
な
ど
を

使
っ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
ガ
ス
缶
な
ど
、
使
い
き
れ
な
い
場

合
は
、
直
接
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

持
ち
込
み
、
中
身
が
入
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推
進
課

ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

ご
み
の
こ
と
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▽
午
後
１
時
10
分
〜　

「
北
の
大
地
の
先
住
民
〜
ア
イ
ヌ
民

族
の
歴
史
と
文
化
〜
」

橋は
し
が
き垣
秀ひ
で
の
り則
さ
ん（
嘉
麻
市
人
権
・
同

和
対
策
課
嘉
穂
隣
保
館
館
長
）

▽
午
後
２
時
50
分
〜

「
わ
た
し
も
あ
な
た
も
同
じ
人
間
で

す
」

宮み
や
む
ら村
み
つ
お
さ
ん（
美ち
ゅ

ら
島
沖
縄
大

使
、
三さ

ん
し
ん
う
た
し
ゃ

線
歌
者
）

申
込
方
法　
１
月
23
日
㈯
ま
で
に
、
参

加
申
込
書（
講
座
案
内
裏
面
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
む
か
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
fukuo

kaken-jinken.

市
社
会
教
育
関
係
団
体
連
絡
協
議
会

人
権
学
習
会

　
笑
い
と
涙
で
語
ら
れ
る
落
語
を
聴
き

な
が
ら
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　
２
月
６
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場：

午
後
１
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

※
建
て
替
え
工
事
に
伴
い
、
駐
車
場
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

演
題　
笑
顔
で
語
ろ
う
人
権
問
題

講
師　
粗そ

こ
つ
や
忽
家
勘か
ん
し
ん心
さ
ん
、
粗そ
こ
つ
や
忽
家
と

ま
と
さ
ん（
内
浜
落
語
会
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
教
育

関
係
団
体
連
絡
室

☎（
５
７
５
）０
７
６
８（
F
兼
用
）

※
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
る
講
習
会
で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時　
２
月
21
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

　
主
に
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
に
対

す
る
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
を
学

び
ま
す
。

日
時　
２
月
14
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
楽
し
い
ＷワＡ
！
２
０
１
６

　
か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
市

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
６
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

内
容　

講
演
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
ピ
ュ
ア
ハ
ー
ト
）、
交
流
な
ど

講
師　
西に

し
む
ら村
重し
げ
の
り則
さ
ん（
福
岡
少
年
院

院
長
）　

参
加
費　
５
０
０
円（
昼
食
代
、
必
要

な
人
の
み
）

定
員　
１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
１
５
参
加
者
募
集

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
講
座

で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
１
月
30
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時
20
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
）

時
間
・
演
題
・
講
師

or.jp/

）か
ら
申
し
込
む

※
申
込
書
は
、
同
セ
ン
タ
ー
、
市
男
女

共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

じ
ょ
な
さ
ん（
光
町
１
ー
73
）に
設
置

し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
人
権
啓
発

情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
課

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た「
10
周
年
記

念
式
典
」、「
で
あ
い
祭
」に
、た
く
さ
ん

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
支
え
で
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

１
月
の
お
勧
め
イ
ベ
ン
ト

○
春
日
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
〜
め
ざ

せ
春
日
市
の
未
来
創
造
〜（
全
４
回
）

対
象　
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
興
味
が

あ
る
人

日
時　
１
月
23
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

テ
ー
マ　
ま
ち
歩
き
の
コ
ツ

内
容　
須
玖
周
辺
散
策
、
三
社
参
り

参
加
費　
５
０
０
円

※
終
了
後
は
、
希
望
者
に
よ
る
ラ
ン

チ
交
流
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座（
座
学
、
実
習
）

日
程　
１
月
16
日
㈯
、
３
月
12
日
㈯

時
間　
午
後
１
時
〜

テ
ー
マ　
バ
ラ
や
草
花
に
囲
ま
れ
た

生
活
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

内
容　
バ
ラ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

植
え
付
け
管
理　

参
加
費　
１
５
０
０
円（
２
回
分
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い（
見
学
可
）。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/
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困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）

　【相談日】	毎週月〜金曜日
【時　間】	午前10時〜午後0時15分
	 午後1時〜4時
【場　所】	市消費生活センター
	 （光町1-73）

消 費生活 信通

エステの体験に行ったつもりが・・
高額な化粧品などの契約に！

　友人の紹介でエステサロンの無料
体験に行き、美顔エステの体験後、
販売員３人に囲まれてコース契約を
勧められた。断りきれず、美顔コー
ス24回と化粧品で総額30万円の契
約を結んでしまった。契約の際、年
収を実際よりも多く書くように誘導
された上に、契約したことを口外し
ないようにとも言われたため、不信
に感じた。今思うと高額で支払いも
大変なので解約したい。

対処のポイント
　エステに関する契約は、長期間で
高額になりがちです。本当に必要か
どうかをよく考えた上で契約しま
しょう。必要がなければきっぱりと
断りましょう。
　契約をしても、クーリング・オフ
などができる場合もあります。困っ
たときは、消
費 生 活 セ ン
ターに相談し
てください。

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

　
食
品
衛
生
法
で
、
施
設
ご
と
に
食
品

衛
生
責
任
者
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
責
任
者
と
し
て
の
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
講
習
会
終
了
後
に
修
了
書
を
交
付
し

ま
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
、

受
講
を
希
望
す
る
人

※
栄
養
士
、
調
理
師
、
製
菓
衛
生
師
な

ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
食

品
衛
生
責
任
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
時　
２
月
24
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

参
加
費　
８
０
０
０
円

定
員　
２
８
０
人

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
食
品
衛
生
協
会

☎（
５
７
５
）５
０
５
６

F（
９
８
２
）８
３
１
９

募　

集

エ
ブ
リ
Ｊジ
ャ
ン
プ

Ｕ
Ｍ
Ｐ

第
９
回
ジ
ャ
ン
プ
ス
ク
ー
ル
ｉイ
ンｎ
春
日

　
日
本
の
縄
跳
び
界
を
代
表
す
る
講
師

陣
を
招
き
、
単
縄
や
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の

コ
ツ
や
楽
し
み
方
を
学
び
ま
す
。

　
講
師
の
実
演
や
ギ
ネ
ス
記
録
へ
の
挑

戦
が
見
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
・
中
学
生

日
時　
１
月
24
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
付：

午
前
９
時
30
分
）

場
所　
白
水
小
学
校
体
育
館（
白
水
ヶ

丘
１
ー
１
０
０
）

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
代
）

定
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

縄
跳
び
、
昼
食
、
飲
み
物
、
く

つ
袋

申
込
方
法　
１
月
19
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
午
後
５
時

以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

エ
ブ
リ
Ｊ

Ｕ
M
Ｐ　
中な

か
む
ら村

☎
０
９
０（
１
１
６
５
）４
８
１
０

F（
５
８
６
）３
９
０
０

yoshim
i38-38@

i.softbank.jp

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

　
大
学
通
信
教
育
の
合
同
入
学
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者
は
希
望

す
る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容
や

学
習
方
法
、
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料

で
す
。
入
退
場
は
自
由
で
す
。

※
参
加
校
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
高
校
生
以
上
の
人

日
時　
２
月
27
日
㈯

正
午
〜
午
後
５
時

場
所　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー

２
）

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法
人
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

http://w
w

w
.uce.or.jp/

市
国
際
交
流
協
会

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
市
国
際
交
流
協
会
は
、
公
演
の
た
め

に
来
福
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
舞
踊
団

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
、
同
舞

踊
団
体
の
公
演
チ

ケ
ッ
ト（
２
月
22
日

㈪
の
午
後
６
時
30

分
開
演
、
福
岡
市

南
市
民
セ
ン
タ
ー
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
間　
２
月
22
日
㈪
の
夜
〜
24
日
㈬
の

午
前
９
時

定
員　
20
家
族（
１
家
庭
２
人
ず
つ
）

申
込
方
法　

１
月
５
日
㈫
〜
29
日
㈮

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
教
育

関
係
団
体
連
絡
室
内　
浜は

ま
べ辺

☎（
５
７
５
）０
７
６
８（
F
兼
用
）

※
電
話
受
け
付
け
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で（
日
・
月
曜
日

を
除
く
、１
月
23
日
㈯
は
正
午
ま
で
）

で
す
。

県
営
住
宅

入
居
者
募
集（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

　
県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
手
数
料

は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
１
月
12
日
㈫
〜
20
日
㈬

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申
し
込

み
期
間
中
の
み
市
管
財
課（
市
役
所

５
階
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）に
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１
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相　

談

利
用
し
て
く
だ
さ
い

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

　
県
は
、
子
育
て
や
非
行
、
い
じ
め
、

ひ
き
こ
も
り
、
就
労
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
、
そ
の
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
が
、
面
接
相
談
は

予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
期
間
中
は

電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
電
話
代
や
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
、

自
己
負
担
で
す
。

期
間　
１
月
29
日
㈮
〜
30
日
㈯

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分（
面
接
相
談
）

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

電
話
相
談
先

☎（
５
７
４
）５
５
４
１

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
新
社
会
推

進
部
青
少
年
課

☎（
６
４
３
）３
３
８
８

F（
６
４
３
）３
３
８
９

県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

　
同
会
は
、
２
月
を「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」と
し
て
、
同
月
の

毎
日
、
無
料
面
談
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
日　

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
県
内
各
地
会
員
事
務
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
内
各
地

会
員
事
務
所

※
相
談
可
能
事
務
所
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.fukuo 
kashihoushoshi.net/

）
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
県
司
法
書
士
会（
福
岡
市
中

央
区
舞ま

い
づ
る鶴
３
ー
２
ー
23
）

※
１
日
３
組
で
、
相
談
時
間
は
１
組

40
分
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会

☎（
７
２
２
）４
１
３
１（
平
日
：
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
）

F（
７
１
４
）４
２
３
４

そ
の
他

知
っ
て
い
ま
す
か

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」は
、

１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総
会
で
採
択

さ
れ
翌
１
９
９
０
年
に
発
効
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
１
９
９
４
年
に
批
准

し
、
発
効
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
約
は
、
18
歳
未
満
の
全
て
の

子
ど
も
の
権
利
や
自
由
を
尊
重
し
、
子

ど
も
に
対
す
る
保
護
と
援
助
を
図
り
、

そ
の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
の
生
き
る
権
利
、
守
ら
れ
る

権
利
、
育
つ
権
利
、
参
加
す
る
権
利
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

条
約
の
主
な
内
容

▽
子
ど
も
は
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
や

遊
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で

す
。

▽
子
ど
も
は
、
自
由
に
考
え
、
信
じ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

▽
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

に
、
保
護
と
援
助
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
で
す
。

▽
子
ど
も
は
、あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、

虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら

れ
る
べ
き
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
新
社
会
推
進
部
青

少
年
課　

☎（
６
４
３
）３
３
８
７

F（
６
４
３
）３
３
８
９

労
働
力
調
査

実
施
し
て
い
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
と
県
は
、
毎
月
労
働

力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
調
査
は
、
国
の
失
業
率
や
雇

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
調
査
訪
問

し
た
際
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
２
〜
７
月

調
査
地
区　
惣
利
３・
４
丁
目
、
須
玖

北
５
丁
目
、
日
の
出
町
６
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

福
岡
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場（
福
岡
市
決
定
）

変
更
案
の
縦
覧

　
福
岡
市
が
作
成
し
た
、
都
市
計
画
ご

み
焼
却
場（
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー

ク
南
部
）の
変
更
案
の
縦
覧
が
で
き
ま

す
。

期
間　
１
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

※
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
３
階
）で
の

縦
覧
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

場
所　

▽
福
岡
市
都
市
計
画
課（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）

▽
市
都
市
計
画
課

意
見
書
提
出
期
間　
１
月
４
日
㈪
〜
18

日
㈪

※
福
岡
市
長
宛
て
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
岡
市
都
市
計
画
課

☎（
７
１
１
）４
３
８
８

F（
７
３
３
）５
５
９
０

▽
市
都
市
計
画
課

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

緊
急
時 

慌
て
ず 

焦
ら
ず 

１
１
０
番

「
１
月
10
日
」は
１
１
０
番
の
日
で
す
！

　
「
１
１
０
番
」は
、
１
分
１
秒
を
争

う
事
件
や
事
故
を
、
警
察
に
知
ら
せ

る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

　

県
内
か
ら
の「
１
１
０
番
」通
報

は
、
全
て
福
岡
市
博
多
区
の
県
警
本

部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
１
１
０
番
し
た
場
合
は
、
場
所
を

正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
番
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
信
号
交

差
点
、
バ
ス
停
、
店
舗
な
ど
、
目
印

に
な
る
も
の
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
が
見
当
た

ら
な
い
場
合
は
、
電
柱
番
号
な
ど
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。　

　
ま
た
、
急
を
要
し
な
い
相
談
の
際

に
１
１
０
番
通
報
す
る
と
、
１
分
１

秒
を
争
う
緊
急
の
事
件
・
事
故
へ
の

対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。

　
警
察
に
対
す
る
相
談・要
望
は「
♯

９
１
１
０
」、
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
か
ら

は
☎（
６
４
１
）９
１
１
０
に
か
け
て

く
だ
さ
い
。

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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確
認
し
ま
し
ょ
う

県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
改
定

　
平
成
27
年
10
月
４
日
に
改
定
さ
れ
た

「
福
岡
県
最
低
賃
金
」（
１
時
間
当
た
り

７
４
３
円
）に
引
き
続
き
、「
福
岡
県
特

定
最
低
賃
金
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
制
度
で
は
、
働
く
全
て
の

人
の
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
し
て
い
ま

す
。
使
用
者
も
、
労
働
者
も
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

効
力
発
生
日　
平
成
27
年
12
月
10
日

業
種
・
特
定
最
低
賃
金（
１
時
間
当
た

り
）

▽
製
鉄
業
、
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、
鋼

材
製
造
業　
８
８
１
円

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業　
８
３
７
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業　
８
６
０

円
▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー　
８
０
２

円※
総
合
ス
ー
パ
ー
と
は
、
衣
・
食
・

住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品
を
小
売

り
す
る
事
業
所
で
、
主
た
る
販
売

商
品
が
判
別
で
き
ず
、
従
業
者
が

常
時
50
人
以
上
の
も
の
で
す
。

▽
自
動
車（
新
車
）小
売
業　
８
５
０
円

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

☎（
４
１
１
）４
５
７
８

F（
４
１
１
）２
６
３
３

み
て
み
て
き
い
て
コ
ー
ナ
ー

投
稿
募
集

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ

や
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
す
る「
み
て
み
て

き
い
て
」コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
稿
を
、
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ラ
ス
ト（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
に

限
る
）は
は
が
き
で
、
エ
ッ
セ
イ
は
は

が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
情
報
政
策
課

情
報
公
開
広
報
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
５
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

koho@
city.kasuga.fukuoka.

jp
市民図書館から未

来
に
ホ
ン
気
！

未
来
に
ホ
ン
気
！

　新しい1年が始まりました。今年は、どんな年になるでしょう。今回は「365日」の本を集めま
した。長いようで短い365日。この中にあなたにとって気になる365日はありませんか。

　365日料理を作ることは大変です。迷ったら、まずその日付のペー
ジを開いてみてください。季節を感じるレシピもいろいろあります。
基本的には30分以内で作れるものばかりです。材料と調理法どち
らからでもぱっと引ける月ごとの索引もあります。

　せわしない現代生活でふと立ち止まり、足元の草や花たちの時
間に安らぐひととき。日常と結びつく草花たちが教えてくれる、季
節のことや暮らしのこと。１年365日、身近にある草木を日々生け
てつづった花のこよみ。自然な感じがとても素敵です。

　毎日、毎日、スプーン一さじ分の、うれしい計画。スプーン一さ
じ分の、魔法をかける。悲しみも愛せるような一さじの幸福な言葉
を。1日一さじ365日の言葉が収録されています。やわらかな絵付
きです。

『30分でつくれるおそうざいのヒント365日』　　　
　　　　　　　   朝

あさひしんぶんしゃ
日新聞社編　朝日新聞出版　596ｱ【棚38】

『花ごよみ365日』　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　   雨

あめみや
宮ゆか／著　誠文堂新光社　793ｱ【棚53】

『365日のスプーン』　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　   おーなり由

ゆ う こ
子／著　大和書房　590.4ｵ【書庫】

市民図書館（大谷6-24） ☎（584）4646 F（584）3900
 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp

開館時間　㈫〜㈭・㈰：午前10時〜午後6時
㈮・㈯：午前10時〜午後8時１年の始まり

○便利なウェブサイトを利用
してください！
　図書館にどんな新刊が
入っているか、図書館ウェ
ブサイトで見ることができ
ます。
　ジャンル別の検索市民図
書館ウェブサイトは、パソコ
ンや携帯電話から本の検索
や予約ができ、イベントや
新着本の情報を得ることも
できます。子どものページ
では、お勧めの本や図書館
の秘密を紹介しています。

○市民図書館、週末は夜８時
まで開館しています！
　金・土曜日は午後８時ま
で開館しています。 日曜
日・祝日も開館しています
ので、仕事帰りや家族そろっ
てぜひ利用してください。

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を

お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
か
す
が
平
成
27
年
12
月
15
日
号
16

ペ
ー
ジ
の「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
は
じ

め
ま
し
て
♪
赤
ち
ゃ
ん
」の
記
事
中
、「
平

成
28
年
７
月
か
ら
10
月
生
ま
れ
の
子
ど

も
」と
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
平
成
27
年
７
月
か
ら
10
月
生
ま
れ
の
子

ど
も
」で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９



須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033

大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

1月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：14日㈭、15㈮
▶光町：15日㈮、22日㈮

▶毛勝：20日㈬、28日㈭
▶白水：13日㈬、20日㈬、21日㈭

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：22日㈮
▶光町：26日㈫

▶毛勝：21日㈭
▶白水：22日㈮ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：28日㈭、29日㈮
▶光町：7日㈭、8日㈮、28日㈭、29日㈮

▶毛勝：13日㈬、14日㈭、26日㈫、27日㈬
▶白水：14日㈭、15日㈮、27日㈬、28日㈭

6日（水） ワイワイ広場（新春！ドッジボール大会）　午後2時〜3時

9日（土） 屋上DEあそぼ　午後2時〜3時　※雨天中止

10日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

14日（木） 楽しいおはなし会　午前11時〜11時30分

16日（土） かんたんクッキング（いもあんどらやき）午前10時15分〜正午、10人、100円 

17日（日） ワイワイ広場　午後2時〜3時

23日（土） 遊びの出前！児童センター午前10時30分〜11時30分、場所：春日野小ときめきホール

30日（土） かんたん工作（スノードームを作ろう！）午前10時15分〜正午、10人 

31日（日） ワイワイ広場（小学生節分会）　午後2時〜3時

7日（木） 運動遊び（お正月遊び）　午後2時〜3時

9日（土） 道場やぶり（クイズラリー）　午後2時〜3時

16日（土） 作って遊ぼう（消しゴムをつくろう）午後2時〜3時、10人 

17日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

23日（土） けかつ広場（スライム作り）　午後2時〜3時

24日（日） かんたんクッキング（パンD
デ
E肉まん）

午前10時30分〜正午、10人、150円 

29日（金） おはなしだいすき　午前11時〜11時30分

31日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

6日（水） 屋上D
デ

Eあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

9日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後2時〜2時30分

13日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

17日（日） 親子であそぼう　午後3時〜3時20分

20日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

23日（土） 一輪車教室午後1時30分〜3時、12人 　※雨天の場合、30日㈯に延期

24日（日） 楽しいクッキング（ふわふわ手作りシューマイ）午前10時15分〜正午、10人、150円 

27日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

31日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

今月の休館日
1日㈮、2日㈯、
3日㈰、4日㈪、

11日㈪、12日㈫
18日㈪、19日㈫

25日㈪

児童
センター須玖

児童
センター白水児童

センター光町

児童
センター毛勝

あそぼ～ 　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという大人を対象とした、託児付きの行事もあります。
　須玖児童センターが入っているすくすくプラザ内には子育て支援セン
ターも併設されており、さまざまな子育て情報の提供や子どもや保護者から
の相談にも応じます（日曜日を除く）。気軽に利用してください。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（1 月 9 日（土）午前10 時以降
に申し込み。受付／午後 6 時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1 人 1 行事まで▶天候
により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

10日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

16日（土） わんぱく広場（パラバルーンとパラボールで遊ぼう）午後2時〜3時

23日（土） 道場やぶり（ジャンボかるた遊び）　午後2時〜3時

24日（日） わくわくクッキング（焼きそばラップロール）午前10時30分〜正午、12人、150円 

26日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

29日（金） おはなしな〜に　午前11時〜11時30分

30日（土） 作ってわくわく（プラ板でキーホルダー）午後2時〜3時

31日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
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冬の王者　オリオン座

開館日時／金～日曜日 午後2時～9時
場所／下白水209-171白水大池公園内

☎（558）9099   F（558）9023
※閉館日は星の館管理会社に転送します。

http://hoshinoyakata.com/
　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容
1月8日㈮～10日㈰

午後７時〜９時

オリオン大星雲を見よう
15日㈮〜17日㈰ オリオン大星雲を見よう
22日㈮〜24日㈰ 月とオリオン座を見よう
29日㈮〜31日㈰ 冬の大三角を探そう

主な公共施設の連絡先

春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（健康課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
すくすくプラザ（子育て支援センター）‥ ‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
市民スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
西スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（954）0112
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513�
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826

3月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成28年2月1日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

永
ながた

田　桔
きっぺい

平ちゃん
平成27年1月4日生

（大谷）

奥
おくの

野　暖
はる

ちゃん
平成27年1月6日生

（大谷）

小
こじま

島　誠
せいしろう

士郎ちゃん
平成27年1月11日生

（宝町）

古
こが

賀　星
せかい

快ちゃん
平成27年1月23日生

（光町）

星
ほしの

野　琉
るか

花ちゃん
平成26年1月30日生

（平田台）

古
ふるや

屋　光
らいと

翔ちゃん
平成27年1月28日生

（若葉台西）

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

上記以外の天体観察も行っています。
昼間は太陽なども観察できます。

　

新
年
を
迎
え
る
こ
の
時
期
、

正
月
な
ら
で
は
の
料
理
は
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。年
越
し
そ
ば
、

お
雑
煮
、お
せ
ち
、そ
し
て
七
草

が
ゆ
▼
正
月
七
日
に
無
病
息
災

を
祈
り
、春
の
七
草（
セ
リ
、ナ

ズ
ナ
、ゴ
ギ
ョ
ウ
、ハ
コ
ベ
ラ
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、ス
ズ
ナ
、ス
ズ
シ

ロ
）を
入
れ
て
炊
い
た
お
か
ゆ

の
こ
と
で
す
。今
回
は
七
草
が

ゆ
の
思
い
出
▼
正
月
気
分
が
冷

め
か
け
た
こ
ろ
、商
店
街
に
七

草
を
買
い
に
行
く
の
が
、幼
い

私
の
仕
事
で
し
た
。お
そ
ら
く

家
族
は
正
月
疲
れ
で
出
か
け
る

の
が
お
っ
く
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
が
、当
時
の
私
は
こ
れ

が
大
役
に
思
え
て
、彩
り
も
味

も
地
味
な
こ
の
か
ゆ
を
殊こ
と
さ
ら更
た

く
さ
ん
食
べ
る
う
ち
に
大
好
物

に
な
り
ま
し
た
。後
日
知
っ
た

の
で
す
が
、正
月
で
疲
れ
た
胃

袋
を
整
え
る
た
め
に
食
べ
る
意

味
も
あ
る
と
か
。実
際
、年
末
年

始
で
暴
飲
暴
食
し
て
も
、こ
の

好
物
の
お
か
げ
で
、毎
年
胃
腸

も
心
も
す
っ
き
り
し
て
１
月
か

ら
の
仕
事
に
取
り
か
か
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。　
　

か

柿
かきさか

坂　帆
ほのか

香ちゃん
平成26年1月5日生

（須玖北）

水
みずま

間　栞
りお

央ちゃん
平成27年1月18日生

（一の谷）

市 報 か す が
平 成 2 8 年 1 月 1 日19



■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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政
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報
公
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☎
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584）1111（

代
表

）　
F

092（
584）1145

 info@
city.kasuga.fukuoka.jp

〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（11月30日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

市
の
花

ユ
リ

総人口 11万2987人
（前月＋45）

女 5万8141人
（前月＋1）

男 5万4846人
（前月＋44）

世帯数 4万7330世帯
（前月＋18）

増
転入 400人
出生 93人

その他 5人

減
転出 391人
死亡 59人

その他 3人

　熊野神社は、旧須玖村の岡本地
区の産

うぶすながみ

土神として、氏子の手で大
切に守られています。夏には、農
作物の豊作と疫病退散などを祈る
「どんかん祭り」（虫追い祭り）、年
末には新年を迎えるしめ縄を結
い、正月には無病息災を祈る「ど
んど焼き」が行われています。
　創建は、神社の記録によると室
町時代（16世紀）にさかのぼるよう
です。
　境内は、アラカシを主とした鎮

熊野神社

熊野神社
岡本公民館

すくすく通り

春日大通り

岡本春日北小前
すくすく通り

岡本 1丁目

奴国の丘
歴史資料館

や
よ
い
バ
ス
停「
岡
本
１
丁

目
」（
桜
ヶ
丘
・須
玖
線
）徒
歩

２
分

守の森となっており、鳥に運ばれ
た種が木について繁殖した市指定
天然記念物の「オオバヤドリギ」
も樹上に
見ること
ができま
す。

場
所　
岡
本
２
丁
目
92
番
地
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